
対外活動報告

文部省科学研究費・重点領域研究「人間環境系」

N17　B－04　「先端産業関連化合物中の有害元素の制御・処理」

重点領域研究・計画研究　N17B－04高月班組織
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京都大学環境保全センター・教授（代表）

京都大学医学部・教授

東京大学生産技術研究所・教授

横浜国立大学工学部・教授

名古屋大学工学部・教授

埼玉工業大学工学部・教授

岡山大学薬学部。教授

研　究　目　的

　電子産業をはじめ，先端技術分野においてはその生産工程で種々の有害元素を使用し，その適正

な管理，制御が要求される。また，既存の製品群においても，その使用過程で新たな環境汚染問題

を生ずる有害化学物質が使用されている。IC産業で使用されるヒ素化合物，船底塗料や塩化ビニ

ル安定化剤に使用される有機すず化合物などがその例である。そこで本研究は先端産業関連の研究，

開発，生産，および製品に使用される各種化学物質のうち，有害で，かつ環境汚染を生起する可能

性のある元素，とくにスズ，ヒ素，セレンなどの半金属元素を含む化合物を対象として，その制御，

処理方式の確立を目指すものである。有害元素の影響が直接的に人間に現われ，また将来の低濃度

環境影響が予見し得る生産工程の労働衛生学的評価をデータベーズによる有害元素抽出調査，廃棄

形態の検討とともに行う。そして既存の制御，処理手法を検討し，元素形態に応じた処理方法の検

討を行い，また金属耐性を有する微生物を利用した生物学的制御，処理法の開発を行うものである。
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重点領域研究・公募研究N17B－41東村班組織
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京都大学環境保全センター。教授（代表）

筑波大学応用生物化学系・教授

広島大学工学部・講師

東京工業大学理学部・助教授

東京大学環境安全センター・助教授

岡山大学工学部・助手

金沢大学工学部・・助手

京都大学環境保全センター・助手

研　究　目　的

　大学等の研究活動から発生する廃棄物の多くは，有害物質を含有するため，無害化処理する必要

がある。無害化のための処理法は数多く確立されているが，そのほとんどは，．処理後に汚泥などの

廃棄物が生成する。例えば，無機系実験廃液に対するフェライト化法，凝集沈殿法などでは，重金

属を含む汚泥が生成する。これらの汚泥は，通常コンクリート固化等により処分されているが，両

性金属の溶出や酸性雨での重金属イオンの溶出などの問題があり，二次的な環境汚染の危険性を有

する。埋め立て処分された汚泥からの浸出水の処理や監視の問題なども深刻である。したがって，

廃試薬も含めたこれらの廃棄物を安定化，再利用する方法を検討することは環境保全上重要であり，

加えて，実験排水などの中水道への利用も省資源，省エネルギーの面から有用であるといえる。

　本研究は，環境保全，省資源，省エネルギー等の面を考慮し，大学等の研究活動から排出される

無機および有機廃液，廃試薬，洗浄排水などについて，その排出動態を明らかにするとともに，①

実験系洗浄排水の処理システムとその処理水の再利用，②廃液処理スラッジの再利用に関する実験

的検討，③クエン酸共存下における生成フェライトスラッジの改質，④塩素系有機廃溶剤の蒸留再

生に関する実験的検討，⑤薬品の磁性化による回収・再利用システムに関する基礎的研究，⑥廃試

薬の処理と再利用に関する社会システムの検討など再利用等を目的とした6つの課題について検討

し，未規制物質も含あた有害汚染物質に対する発生源対応型の処理技術の確立と廃棄物再利用のた

めに最適な小規模処理システムの設計指針を提案することを目的とした。
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　　　　　「研究活動より生じる廃棄物の再利即に関する研究」

　　　　　　　　　　　　　　　目　　　　　次

え　が　き　　　　　　　　　　（京都大）来田村實信・東村　敏延…………………1

実験系洗浄排水の処理システムとその処理水の再利用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広島大）　正藤　英司

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筑波大）　申村　以正…………………5

廃液処理スラッジの再利用に関する実験的検討

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京工大）　玉浦　　裕………………・一11

クエン酸共存下における生成フェライトスラッジの改質

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（京都大）　来田村實信…………………18

塩素系有機廃溶剤の蒸留再生に関する実験的検討

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岡山大）　伊永　隆史…………………29

薬品の磁性化による回収・再利用システムに関する基礎的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金沢大）　丁子　哲治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金沢大）　平井　英ニ…………………37

廃試薬の処理と再利用に関する社会システムの検討

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！東京大）中西軒’……’……48

と　が　き　　　　　　　　　　（京都大）来田村實信・東村　敏延…………………51

　N17B一一28　「先端技術産業の金属化合物制御と資源化処理」

　　　　　重点領域研究・公募研究　N17B・一・一・28伊永班組織

伊　　永　　隆　　史　　　岡山大学工学部・助手（代　表）

高　　橋　　照　　男　　、岡山大学工学部・教授

加瀬野　　　　　悟　　　岡山大学工学部・助手

研　究　目　的

　有機金属化合物をはじめとする有害金属化合物の使用頻度が先端技術産業で汎用化したことに伴

い，先端産業以前の「有機金属化合物の環境中での循環・生成。制御」に関し，下記の内容で研究

報告集（G　053－N　17B－12）をまとめた。本研究グループでは，大学等での15年以上にの耳る先

端産業関連の研究実験廃棄物の処理経験に基づき，研究代表者が熟知している先端産業関連の廃棄
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物処理に関する調査研究実績を基盤とした有害金属化合物の動態解析と制御システムおよび資源化

処理技術に関する環境科学研究が期待される。

　本研究では，希少価値の半金属化合物を含む廃水・廃ガス・廃棄物処理で将来の再資源化を目指

し，固定層または流動層での吸着技術を応用した制御・処理技術の開発を試みた。特に，ガリウム

ヒ素系半導体の製造工程のうち，CVDプロセスや薄膜形成プロセスでは金属水銀の蒸気を作用させ

てから，有機金属ガスを気相化学反応させる先端技術が普及しているので，前年度の調査で判明し

た実際のCVD／薄膜形成製造プロセスに関する技術情報を参考に，　Hg　O．016mgA，　Cd　O．60　mg／1，

Tl　O．　73　mg／1などを含む低濃度金属含有廃棄物に対し，本研究グループがある程度実績をもつ気固

系固定層または固液系流動層による吸着技術を応用，金属化合物の効率的制御プロセス開発に関す

る実験的研究を行う。

　6年計画の重点領域研究「人間環境系」が発足して5年目となる今年度は，後期3年の2年目と

なるが，上記のような計画研究および公募研究について共同研究を行った。

　上記の3テーマはいずれも環境管理センターの主旨に沿ったもので，それぞれの研究班組織と研

究目的は以下に示すとおりである。これらの研究成果はハイテク産業プロセスや大学の研究機関な

どの廃水処理で広範な応用が期待される。

　本学の環境管理センターはもとより，各大学の環境関連センター専任教官組織は大変弱体で，い

わゆる理工系学部の研究室に比べ不十分な陣容となっている。そのため，研究組織を補完する意味

で学内外と積極的に共同研究を行う必要がある。

「有機金属化合物の環境中での循環・生成・制御」

CIRCULATION，　GENERATION，　AND　CONTROL
COMPOUNDS　IN　EARTH　ENVIRONMENT

OF　ORGANOMETALLIC

伊永　隆史・伊沢美代子・原口　紘黒
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大学等廃棄物処理施設協議会

　1991年度は，　7月に香川医科大学の世話で高松市において第7回廃棄物処理技術分科会が開催

され，大学等と産業界から119名が参加した。

　続いて，11月には東京大学の世話で箱根町において第9回総会・研修会が開催され，産官学から

129名の参加者があり，盛会のうちに終了した。

　技術分科会や研修会での話題提供や技術報告をもとに，同協議会の会報第9号が発刊されたので，

その目次を掲載し，環境管理センター利用者にもフィードバックしたい。なお，会報は当センター

で閲覧できるので，利用下されば幸いである。

大学等廃棄物処理施設協議会会報第八号目次

ごあいさつ　　　　　　　　　大学等廃棄物処理施設協議会会長、中村　以正・…・…・1

　　　　　　　　　　　　　文部省大臣官房文教施設部技術課　　柳田　耕治…・…・・3

特別寄稿

　　　　　　自動車排気ガスによる沿道大気汚染　（元香川医大）　中嶋　泰知………4

　　　　　　有機塩素化合物による環境汚染　　　　　（愛媛大）　立川　　涼………8

　　　　　　瀬戸内海の水質汚濁と赤潮発生対策　　　（香川大）　岡市　友利………14

　　　　　　今後の廃棄物処理行政についてC厚生省生活衛生局）　安藤　　茂………19

　　　　　　バーゼル条約規制物質の発生源とその処理技術

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（循環資源研究所）　村田　徳治………27

展望報告

　　　　　　産業廃棄物の適正処理と適正価格（テクノクリ＝A㈱）　出村　　収………34

技術賞受賞寄稿

　　　　　　トリフラーb型誘導体化試薬の開発一授賞講演にかえて一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大阪大）　矢坂　裕太………35

作業部会報告

　　　　　　複雑組成廃液中の全シアン分析法の検討

　　　　　　　　　　　　　　　　　分析計測部会　山田　　悦，長岡　健二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹内　豊英，井勝　久喜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中川　千枝，田中　雅邦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤原　　勇，原　由美子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小島　秀子，坂元　隼雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後藤　正志，伊永　隆史…・…・・41

　　　　　　AAWT国際シンポジウムの開催について

　　　　　　　　　　　　　　　　　国際交流部会原口　紘蒸，伊永隆史………45
　　　　　　大学等廃棄物処理施設の作業環境と安全衛生　その2

　　　　　　　　　　　　　　　　　安全衛生部会　村山　忍三，正面　英司………55

　　　　　　処理プロセス情報のデータベース化について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　処理プロセス部会　丁子　哲治・…・…・59
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　　　　　　有機廃液処理装置における低NOx化運転（その2）

　　　　　　　　　　　　　　　　処理プロセス部会　真島　敏行，酒井　伸一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高月　　紘……・…・………・・…・・

　　　　　　処理施設における環境教育の見直し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　環境教育部会　中村　以正，玉浦　　裕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷川紀子，山田　浩司・・…・…

技術報告

　　　　　　CO2ガス抑制制御洗煙水処理法
　　　　　　　　　　　　　　（日電環境エンジ㈱）松田　　勉，阿部　　寛

　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京工業大）　吉田　　崇，玉浦　　裕…・…・・

　　　　　　廃棄物焼却炉からのダイオキシン排出とそのリスクアセスメント

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京大）　中西　準子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日電環境エンジ㈱）片山　能裕………

　　　　　　フェライト化反応における基礎的条件の再検討

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京大）　鈴木　良實

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日電環境エンジ㈱）藤原　和夫………

　　　　　　噴霧燃焼法及び固形物焼却法13年閥の実績と今後の課題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京大）　鈴木　良實

　　　　　　　　　　　　　　（日電環境エンジ㈱）玉井伸二，森永真一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　片山　能裕　…・……・………・…

　　　　　　廃液処理作業者の健康管理3）肝障害に対する四塩化炭素と

　　　　　　クVロホルムの相互作用及びエタノールの影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（信州大）　尊勝　久喜，那須　民江

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　王　　瑞生，広瀬　俊夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村山　忍三　…………・…・…・…

パネルディスカッション「大学の実験系廃棄物処理は自営か，委託か？」

　　　　　　無機有機複雑混合廃液一筑波大学の事例一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筑波大）　柏木　保人，中村　以正………

　　　　　　有機ハロゲン化合物含有廃液

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（九州大）　有賀　俊文，池永　喜義

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮地　　治…・・…・……・・…・……

　　　　　　先端技術研究系有害物質

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（京都大）　本田　由治，真島　敏行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来田村幣信………………………

　　　　　　大学における廃棄物の排出者責任と廃棄物処理施設における環境教育

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岡山大）　加瀬野　悟………

　　　　　　廃棄物処理の現状と処理コストの適正化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（熊本大）　首藤　征男………

　　　　　　ディスカッション報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金沢大）　丁子　哲治………

ワークショップ「大学の実験系廃棄物処理は自営か，委託か？その2」

　　　　　　総合大学・大規模施設（専属人員が2名以上）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（京都大）　高月　　紘………

　　　　　　小規模総合大学　　　　　　　　　　　　（岡山大）　晶晶　隆史………

　　　　　　単科大学・私立大学　　　　　　　　（東京工業大）　玉浦　　裕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広島大）　正物　英司

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岡山理科大）　平田まき子………

　　　　　　医科系大学　　　　　　　　　　　　（浜松医科大）　松島　　肇………
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大学等廃棄物処理施設協議会・国際交流部会

　大学等廃棄物処理施設協議会（大廃協）では，かねてより韓国・台湾等の近隣アジア諸国との国

際交流と技術指導に努力してきたが，大廃協の10周年記念事業として，下記の組織委員会のもとで

1992年7月～8月の第8回技術分科会に併設してアジア地域への廃棄物処理の技術移転に関連した

国際シンポジウムを開催することを計画している。

AAWT組織委員会

組織委員長

原口 三縄（名古屋大）

副委員長

中西

玉浦

準子（東京大）

　裕（東京工大）

事務局長

伊永　隆史（岡山大）

総　務　担　当　○玉浦

　　　　　　　　中西

　　　　　　　　鈴木

　　　　　　　　鶴田

広　報　担　当　○中西

　　　　　　　　倉橋

　　　　　　　　松島

プログラム担当

　裕（東京工大）

準子（東京大）

良實（東京大）

　俊（東京大）

準子（東京大）
研吾（香川医大）

　肇（浜松医大）

○篠田　純男（岡山大）

　竹内　豊英（岐阜大）

　丁子　哲治（金沢大）

財　務　担　当　○高月　　紘（京都大）

　　　　　　　　来田村實信（京都大）

　　　　　　　　正藤　英司（広島大）

○印　担当責任者

　1992年7月31日～8月2日の3日間にわたり開催される国際シンポジウムのセカンド・サー

キュラーを参考までに掲載する。

　なお，当センター報は前年度の成果報告を目的としたものであるため，詳細は次回に報告す

る予定である。
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第1回大学等廃棄物処理アジア地域国際シンポジウム
　　　　　　FIRST　ASIAN　SYMPOSIUM　ON　ACADEM工C
　　　　　　ACTIVI丁Y　FOR　WASTE　TREATMENT（AAWT）

AAWT発表申し込みと参加予約の募集
’…装欝灘継：大学等廃棄物処理施設協議会

後鍵ii灘援：文部省，環境科学会，廃棄物学会，日本化学会など（予定）

協騒鱗＝潰：日産科学振興財団

隻議難期：1992年7月31日（金）～8月2日（日）
諜1雛li場：文部省・国立教育会館（東京都千代田区霞が関3－2－3）

’使思言語：日本語および英語

AAWT

開催自的：本国際会諾は，大学等での環境保全，廃棄物処理，資源再利用などに関する実際的な日常活動

を通して，地球環境保全教育の普及・啓蒙及び関連環境科学研究領域の増進・発展を網羅的に取り上げよ
うとしたものである。21世紀の人類生存のための地球環境保全と持続可能な品格ある技術開発とを指向
して，特に東・東南アジア地域における大学間ネットワーク組織の構築と環境関連技術移転1こ対する技術

教育・人材養成面での国際協力のあり方について，広く世界の先駆的研究者・教育者三技術者等の討議を
期待している。

開僧酪：大学等廃棄物処理施設協議会は，文部省文教施設部指導課所管の任意団体で，大学等での環境
保全，廃棄物処理，資源再利用などに関する実務活動を通じ，かねてより韓国・台湾・中国等の近隣アジ
ア諸国との国際交流や技術指導に関し地道な努力をしてきた。今回，その十周年記念事業の一環として，
第8回廃棄物処理技術分科会の期間内に，世界に先駆けた我が国の大学等廃棄物処理に関連した施設・シ

ステム・技術等をアジア地域で発展的に活用するための国際的フォーラムが．1992年7月31日から
8月2日まで文部省・国立教育会館において開催されることになりました。
　本会議では，国内外の研究者による招待シンポジウム講演，さらに一般講演として水スターによる研究
発表のほか，各大学の廃棄物処理施設・装置・システムの一括展示紹介を目的とした写真とフローシステ
ム二等による技術発表を設けました。国内からも，大学等廃棄物処理施設教職員はもとより，大学教官，
技官，事務官，学生（特にアジア地域の留学生）のみならず，広い分野の研究者，技術者，行政関係者，

教育関係者等多数の方々の参加申し込みを歓迎します。

畿般講演：ポスターによる研究発表，ならびに写真展示等による技術発表を募集する。

　　　　　申込要旨締切は，1992年3月31日。
義li加li農：予約登録者　　教官・賛助会員20，000円，事務官・技官10，000円，学生・留学生5，000円

　　　　予約締切後　　教官・賛助会員25，000円，事務官・技官12，000円，学生・留学生6，000円

　　　　予約締切日は，　1992年5月31日。
討論閤容二主要な討論題目は次のとおり。
　　　　　・廃液，廃棄物等の処理技術（Technology　IiTpact　on　Waste　and　Wastewater’Treatment）

　　　　　・分析計測の装置・システム（Instrument　and　System　IiTpact　on　Analysis　and　Monitoring）

　　　　　・環境影響評価，最適化，騨卸など（Envi㎜tal　Assessmnent，　Optimi　zation　and　C㎝tro1）
　　　　　・廃棄物の管理技術など（＆）ft　Technology　on　Wastes（Sol　i　d，　L　i（Uid，　Gas）Managetnent）

　　　　　・環境教育，啓蒙活動，生涯教育（Envirortmnental　Education　as　L　i　fework　Study　Pr（）gra㎜e）

　　　　　・リスクアセスメント，環境行政（Risk　Assessment　Impact　and　Administration　Problem）
　　　　　・地域環境保全と持綜的開発（Do㎎stic　Response　Toward　Sustainabl　e　Development）

　　　　　・アジア地域環境保全の技術協力（Acadenic　Acitivity　on　Asian　Envi　r◎mental　Protection）

概略ズ伝ジ丘侮沁：

1992．7．31（金）13：00～16：30第8回廃棄物処理技術分科会，AAWT日本人参加登録

　　　　　　17：00～19：00AAWT外国人参加登録，歓迎会
1992．8．1（土）9；00～9：30開会挨拶
　　　　　　　9：30～10：20特別講演（候補者：不破敬一一aB氏）

　　　　　　10：20～12：00シンポジウム講演（25分x4件）
　　　　　　13：30～15：10シンポジウム講演（25分x4件）
　　　　　　15：10～15；30コーヒーブレイク
　　　　　　15：30～17＝OOポスターセッション，展示会説明
　　　　　　18：00～20：00バンケット
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1992．8．2（日）9：00～11：30シンポジウム講演（25分x6件）

　　　　　　11：30～12：00総合討論（質問用紙に対する回答を含む）

　　　　　　12：00～13：00閉謝突拶，遡桧
　　　　　　13：00～　　　施設見学ツアー（東京大学環境安全センター）

叢般講演等の内容置発表方法：

○ポスター研究発表…………会員（個人・団体）による一般講演はすべて水スターとする。ポスターはシ
　ンポジウム期間中掲示し，途中90分程度の説B購間を設ける。水スターの作製は日本語または英語で
　図表中心の表現を用い，水スターセッションでの質疑応答は日本語でもよい。なお必要に応じて，留学
　生等の通訳を利用できるシスデムを採用する。　賛助会員によるアジア地域等での環境関連活動報告も
　受付けるが，商品・資料等展示会と閾連した水スターによる技術報告とすること力塑ましい。

O写真等展示技術発表………団体会員の廃棄物処理施設について，写真とシステムフロー図を使い技官が
　説明する技術発表を特に歓迎する。全国大学等の処理施設を同時に展示紹介する好機会と考えている。

○商品・資料等展示会………賛助会員の広告宣伝活動を目的とした商品モデル・技術資料・カタログ等の
　展示を有料で受付ける。展示する技術資料・カタログ等は日本語のままでもよい。　賛助会員以外から

　の展示申し込みも歓迎する（展示料金は相談により決定）。

襲般講演発表串響込み受付議：蒙般講演要旨：提出懲鐙般講｝灘源稿匿是出な港のスi訪ジ、慧i灘i臓：

Q一般講演の発表申し込み用紙は，日本語版Se㎝d　Ciroularに添付する。

O一般講演の発表申し込みは，1992年3月31日締切とし，日本語の講演要旨（A4版1～2枚；
　題目，、所属，氏名については英文付記が望ましい。），または英語のアブストラクト（A4版1～2枚）
　を添えて，岡山大学（Secretary　General）へ申込む。

Qシン水ジウム講演はすべて依頼講演とし，講演内容が把握できるようにA4版2枚以．上の英文アブスト

　ラクト，またはA4版2枚以上の日本語の講演要旨（英文の題目，所属，滝尾およびアブストラクトは
　必要）にまとめて，1992年5月31日までに岡山大学（S㏄retary　General　）へ送る。
○特別講演はシンポジウム開演に準じる。
○特別・シンポジウム・一般講演をまとめアブストラクト集として印刷し，会議参加渚に当日配布する。

O国際シンポジウム終了後に，プロシーディング論文集を発行の予定である。一般講演のうち希望者は，

　水スター発表での討論内容等も参考にして，1992年12月25日までに英語の一般講演論文（A4
　版5～10枚）を岡山大学（Secretary　General）へ提出すれば，編集委員会の審査を経たうえで，特別

　講演論文，シンポジウム講i論文とともに，研究論文または技術論文として印刷・出版される。

　なお，詳細については下記の事務局へそれぞれ問い合わせて下さい。

①参加申し込み関係の事務局（担当者来田村實信）：・
　〔京都大学環境保全センター内，　電話075－753－7700，ファクシミリ075－753－7710〕

②発表申し込み関係，その他に関するAAWT事務局（担当者　野塩隆史）：
　〔岡山大学環境管理センター内，　電話／ファクシミリ0862－56－2982（直通）〕
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岡山’e香川環境資源懇話会

　表記懇話会は，昭和63年6月に産・官・学の情報交換，技術交流等の場として発足して以来，毎

年多彩な事業活動を行っているが，本年度は下記のごとくの事業が行われた。

　　　　　　　　　　岡山・香川環境資源懇話会会報第4号　目次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1巻頭言　……’…

環境保全の現状と対策

一一一一一一一一　一一一一一一　一一一一i一一一一一一i一一一一一t　一一t　一一一　一一一一一一一一一一一一　一一一一一一一一一一一一一一一t一一一一一一一一　一一一一一一　一一一一一一

　Il崎製鉄株式会社水島製鉄所・環境安全部長　　陰山　武至

“一一一一一　一一一　－一i　一一一一一一一一一　一一一一一一　一一一一一一　一一一　i一一｝一一一一一i一一一一一一一i一一一一i一一一一一一一　一一一一一一　一一一一一一一一一一一一

　　　　　　　　　環境庁大気保全局。局長　　古市　圭治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松本　義幸

地球にやさしい技術「エコテクノロジー」とは　…・・………………………………・………

　　　　　　　　　　　　　　環境庁国立環境研究所。統括研究官　　内藤　正明

平成3年度事業実施結果　………………………・・’…・’……’・’………………．’……………”

平成3年度総会・講演会・懇親会　・…・……………・……………………・……………・・……

　　特　別　講　演

　　「環境保全の現状と対策」　…・……・…・……………・・………・………………・・・………

　　　　　　　　　　　　　　環境庁大気保全局企画課・課長補佐　　松本　義幸
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第4回R＆Dサロン　一・……………・……・・…………・……………・…・・……・・…………・…29

　　話題提供

　　「地球にやさしい技術一エコテクノロジーとは何か一」　…・・……………・…………29

　　　　　　　　　　　　　　環境庁国立環境研究所・統括研究官　　内藤　正明

第4回見学会。討論会　……・……・……・……・・…………・……………………・…・…………・30

　　話題提供

　　「香川県環境研究センターの設置と役割」　……………・…・…………………・………30

　　　　　　　　　　　　　　　　香川県環境研究センター・所長　　三好　健治
　　「株式会社四国総合研究所の研究課題」　・・……・………………………・・…・・……・…・30

　　　　　　　　　　　　　　株式会社四国総合研究所・総務課長　　長澤　晃祥

第4回環境技術講習会・環境資源科学セミナー　………・………・・…………・……・…・……31

　　テーマ「産業廃棄物の処理技術とコスト」

　　環境資源科学セミナー（講演）

　　「産業廃棄物と企業の責任」　…・・……………・……………・…・・……………・・…・……32

　　　　　　　　　　　　　同和鉱業株式会社環境事業本部。顧問　　出村　　収

　　環境技術講演会（話題提供）

　　「有価無機物のリサイクル処理」・………………・・…・・……………・……・・…………・…32

　　　　　　　　　　　　　　同和精鉱株式会社・代表取締役社長　　阿部　秀来
　　「リサイクル社会建設と企業の立場」・……・・………・・………・………・…・…・…………、33

　　　　　　　　　　　　　　　富士電機株式会社・FA機器部長　　宮内　隆輔
　　「ハロゲン系有機化合物と無害化処理技術とコスト」　…………・…・…・……………33

　　　　　　　　　　日鉄化工機株式会社・取締役研究開発本部長　　原　　行明
　　「廃プラスチックの処理とリサイクルの現状」…・……・……・……・………・…・………34

　　　　　　　　　　㈹プラスチック処理促進協会・技術開発部長　　大橋　一夫

63




